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体重 2. 0'-"2. 5kg の白色成熟家兎で鼓膜が正常，回転後眼振に異常のないものD
，2) 実験方法




100フォン・ 1 時間/日 (5 日群・ 10 日群)
110プオ γ ・ 1 時間/日 (5 日群・ 10 日群)
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110プオン・ 2 時間/日 (5 日群)
120フォン・ 1 時間/日(10 日群)













体重 2. 0.-_,2. 5 kg の白色成熟家兎で鼓膜が正常・回転後眼振に異常のないものo
2) 実験方法
循環調節障害として上頚神経節刻出を行ない，正円窓誘導法にて C.M. (Cochlear microphonics) 




C.M. は負荷終了直後 20--40 %の縮小を示すが，約 15 分で完全に回復した。
ii) 両側上頚神経節刻出群




非易日出側 20--30労の縮小を示し正常群のように良い回復を示すが，刻出側は 25--40% の縮小
があり，両側剃出群と同様にその回復は悪かった。
C) 総括
1) 1 日 1 時間連続 10日の白色雑音を正常家兎に負荷する時， 110 フォン以下では変化を見ない
が 120 フォ γでは音響障害を受ける。
2) 洞神経叉は上頚神経節を刻出しでもコノレチ器細胞群は正常であった。ただ前者では血管条の
血管収縮，後者ではその拡張及びリ γパ腔の雲紫状物質出現が見られた。














性が著明に充進することを観察しているo なお音響受傷は 1 ，_， 2 回転に顕著であることは従来の説と
一致するところであるが，正常家兎の交感神経上頚神経節あるいは頚動脈洞神経を単に摘出すること
により 1 ，_， 2 回転の血管条の血管がそれぞれ拡張と収縮を示し，さらに淋巴腔に浸出物が認められ，
音響受傷の基礎を作ることが観察された。さらに鯛牛電気反応の面から上頚神経節摘出が聴覚疲労の
恢復を極めて障害することも証明し，音響受傷における自律神経の意義を強調しているo
本論文は従来行なわれなかった音響受傷に対する局所的因子の解明に寄与した有意義なものであ
る。
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